
うち国産材
(m3)

① 意向調査
の準備作業

林地道台帳シ

ステム保守・

更新

526 526 0 0
林地台帳システムの保守料及び森林経営
計画の変更等データ反映

スタファイル年間保
守
林地データ、森林経
営計画、保安林デー
タ更新

⑪ 新たな組
織の設立

新たな森林管
理システム推
進業務委託

1,370 1,370 0 0 森林経営推進センターへの業務委託料

美郷町林業推進協議
会での技術的サポー
ト：4回
対象森林の予備調査
に係る技術的サポー
ト：12回
県連絡会議の開催：
2回
技術研修の企画・実
施：2回

⑧ 担い手確
保

林業推進協議
会パンフレッ
ト作成

663 663 0 0
新たな担い手確保に向けた、町・事業体
等で構成された林業推進協議会のPR

林業推進協議会パン
フレット：3000部

⑧ 担い手確
保

林業労働安全
性向上対策事
業

969 969 0 0
林業現場作業員の労働環境の改善及び新
たな担い手確保のため、安全装備品への
補助

町内林業事業体29名
の労働安全装備品の
助成

⑥ 林道・林
専道の整備等

県営専用道ろ
くろ谷石見線
開設事業負担
金

3,000 3,000 0 0
集約化施業に必要な林業専用道を県と協
力して整備

測量設計負担金

⑧ 担い手確
保

林業就職説明
会等参加支援
事業

0 0 0 0
新規就業者確保に向けた就業説明会等へ
の参加経費の補助

実施なし

⑰ 基金積立
（森林整備
等）

18,145 18,145 0 0
後年度以降の森林整備・担い手育成の事
業を実施するための基金積立

【ワンフレーズ】
税の活用により、
・森林整備の推進に向け森林情報等の管
理を行うシステムの整備、関係者との会
議開催、新たな担い手確保に向けたパン
フレット制作、現場作業員に対する労働
安全装備品への助成などを行った。
・林業従事者の確保と育成に向け林業事
業体への支援を行った

【詳細】
　本町は、小規模の森林所有者が多く、
森林所有者が個人で森林を経営・管理す
ることは非常に難しい状況であることか
ら、町内林業関係者が連携強化を図ると
ともに、森林環境譲与税及び新たな森林
管理システムを活用することで、経営林
の集約化による林業経営及び木材生産の
活性化に取り組んでいる。
　本年林地台帳システムの保守・更新の
ほか、新たな森林管理システム業務の推
進を図った。

　また、町内林業従事者、特に植林を担
う者の高齢化も進んでいる状況であるこ
とから、担い手の確保と林業従事者の育
成に取り組んでいる。
　具体的には、町内林業関係者で構成す
る美郷町林業推進協議会で島根県立農林
大学校林業科を招き、町内林業事業体の
PRを実施した。

　残額は、令和３年度以降の森林整備事
業と林業従事者の担い手確保と育成事業
に使用するため、基金に積立てた。

（セ）
公共施設等の木材利用

（ソ）
その他

公共施設等の木材利用

支援対象者
数（人）

回数
（回）

参加者
数

（人）

 回数
（回）

参加者・体
験者数
（人）

（タ）
その他

（コ）
研修、講習、求
人イベント等

（サ）
その他

（シ）
研修や普及啓発イベ

ント等

木材使用量(m3)

施設数

普及啓発（イベント等）

（キ）
その他（作業種、実

績値を記載）

事業体数

（ス）
その他

（ア）森林
経営管理法
に基づく経
営管理意向
調査実施面

積(ha)

間伐等実施面積 路網整備

（ク）
その他

（ケ）
事業体等への助成

（イ）
間伐
（ha)

（ウ）
除伐
（ha)

（エ）
その他（作業種、実

績値を記載）

　（オ）
林道・林業
専用道の開
設延長(m)

　（カ）
森林作業道
の開設延長

(m)

令和２年度森林環境譲与税使途公表

(4)事業区分 (5)事業名

(6)事業総額（千円）

(7)事業内容

(8)針広混
交林化、広
葉樹林化に
関係する事
業は「〇」

を選択

(9)自治体
間連携に関
係する事業
は「〇」を

選択

(10)実績

(11)税導入の効果
(A)+(B)+(C)

(A)うち令和
２年度の森
林環境譲与
税（千円）

(B)うち基金
取崩額（千

円）

(C)うち他
の財源（千

円）

森林整備関係 人材育成・担い手確保対策


